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が
確
定
す
る
６
月
以
降
で
な
い
と
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

４
月
・
６
月
・
８
月
に
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
引
き
去
る
保
険
料
は
、
仮

の
保
険
料
と
し
て
、
原
則
、
２
月
に

引
き
去
り
を
し
た
保
険
料
と
同
じ
額

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を

仮
徴
収
と
い
い
ま
す
。

４
月
・
６
月
か
ら
特
別
徴
収
に

変
更
と
な
る
人
は
、
前
年
度
の
所
得

に
基
づ
き
、
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
に
は
、
介
護

保
険
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

保
険
料
額
が
確
定
し
た
ら

６
月
ご
ろ
に
平
成
19
年
中
の
所
得

が
確
定
す
る
と
、
そ
れ
を
も
と
に
平

成
20
年
度
の
介
護
保
険
料
額
が
決
ま

り
ま
す
。
仮
徴
収
し
た
額
と
、
本
来

の
保
険
料
額
と
の
差
額
は
、
10
月
・

12
月
・
２
月
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
介
護
保
険
料
額
の
決

定
通
知
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
保

険
係

30

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
１
３
９
８
番

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
印
か
ん

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、車
検
証
の
写
し
も
必
要
で
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

障

害
福
祉
課
（
平
田
町
）

27

９
９

８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

１
７
６
７

番
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
制
度
の

お
知
ら
せ

「
特
別
障
害
者
手
当
」「
障
害
児

福
祉
手
当
」
は
、
在
宅
で
生
活
し
て

い
て
、
い
つ
も
介
護
が
必
要
な
障
害

者
（
児
）
に
、
３
か
月
に
１
回
手
当

を
支
給
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

対
象

20
歳
以
上
で

重
度
の
重
複
障
害
が
あ
り
、
常
時

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
か
、
絶
対
安
静
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
人

20
歳
未
満
で

重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活

で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

所
得
制
限

本
人
、配
偶
者
、同
じ
世

帯
で
の
最
多
収
入
者
の
所
得
が
、

い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
限
度
額
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

障
害
福
祉
課

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃

自
動
車
燃
料
費
　
を
助
成
し
ま
す

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
積
極
的

な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
、
ま
た
は
自
動
車
燃

料
費
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー
運

賃
の
助
成
額
を
、
年
額
１
２
、０
０

０
円
（
５
０
０
円
×
24
枚
）
に
、
自
動

車
燃
料
費
の
助
成
額
を
、
年
額
６
、

０
０
０
円
（
３
０
０
円
×
20
枚
）
に
変

更
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
さ
ら
に
、
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
人
で
、
市
民
税
所

得
割
額
（
平
成
19
年
分
）
が
１
６

０
、０
０
０
円
未
満
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
所
持
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
障
害
の
あ
る
人
　
▼
肢
体
不
自

由
障
害
の
う
ち
下
肢
障
害
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
　
▼
視
覚
障
害

▼
内
部
障
害
（
免
疫
機
能
障
害
を
含
む
）

②
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

ま
た
は
２
級
の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を

同
じ
に
す
る
家
族
が
自
動
車
を
所

有
し
、
運
転
す
る
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者

年
度
課
税
証
明
書
な
ど
）
の
添
付
が

必
要
で
す
。

※
申
請
は
、
年
度
途
中
で
も
受
け
付

け
ま
す
。（
た
だ
し
、
援
助
は
受
付
日

以
降
の
月
額
に
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課

24

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
９
１
９
０
番

介
護
保
険
料
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
）
者
の

仮
徴
収

特
別
徴
収
と
は
？

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
（
65

歳
以
上
の
人
）
の
う
ち
、
年
間
18
万
円

以
上
の
老
齢
・
退
職
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
人
の
保
険
料
は
、
２
か

月
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
引

き
去
り
し
て
い
ま
す
。（
一
部
、
例
外

も
あ
り
ま
す
）
こ
の
年
金
か
ら
の
引
き

去
り
に
よ
る
保
険
料
の
徴
収
を
特
別

徴
収
と
い
い
ま
す
。

こ
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
皆

さ
ん
の
平
成
20
年
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

半
年
間
、
仮
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

介
護
保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
人
の
前
年
の

所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
４
月
以

降
の
介
護
保
険
料
（
平
成
20
年
度
の
保

険
料
額
）
は
、
平
成
19
年
中
の
所
得

27
９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

１
７
６
７
番

安
心
し
て
就
学
す
る
た
め
の

就
学
援
助
制
度

市
内
に
居
住
し
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
い
る

家
庭
で
、
経
済
的
な
理
由
の
た
め
、

就
学
に
必
要
な
経
費
を
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
な
保
護
者
に
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ
う
、
給
食

費
、
学
用
品
費
な
ど
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
保
護
者
　
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
　

市
民
税
が

非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受
け
て
い

る
人
　

児
童
扶
養
手
当
（
主
に
母

子
家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
）
を
受
給
し

て
い
る
人
　

生
活
保
護
が
停
止

ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
人
　

そ

の
他
、

教
育
委
員
会
が
援
助
費

の
受
給
が
必
要
と
認
め
る
人

給
付
内
容

学
用
品
費
、
学
校
給
食

費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
通
学
用

品
費
、
修
学
旅
行
費
　
な
ど

手
続
き
方
法

所
定
の
申
請
書
（
各

小
・
中
学
校
と

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
市
民
会
館
２
階
）
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

が
彦
根
市
以
外
で
あ
っ
た
人
は
、

所
得
を
証
明
す
る
書
類
（
平
成
20

３ 広報ひこね　平成20年４月１日

護
国
神
社
前
交
差
点
の
信
号
機
が

歩
車
分
離
式
信
号
に
変
わ
り
ま
し
た

護
国
神
社
前
交
差
点
の
信
号
機

が
、
歩
車
分
離
式
信
号
に
変
わ
り
ま

し
た
。

歩
車
分
離
式
信
号
と
は
、
自
動
車

用
の
信
号
と
、
歩
行
者
用
の
信
号
を

分
け
る
方
式
で
す
。
歩
車
分
離
式
信

号
で
は
、
歩
行
者
の
横
断
中
に
、
自

動
車
が
横
断
歩
道
を
横
切
っ
て
右
折

や
左
折
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
平
成
13
年
度
に
施
行
さ
れ

た
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
が
市
内
の
計
25
か
所

で
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。（
お
よ
そ

の
場
所
は
下
の
地
図
の
と
お
り
）

こ
の
う
ち
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

に
指
定
さ
れ
る
と
、
市
が
警
戒
避
難

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
で
は
、

特
定
の
開
発
行
為
に
対
し
て
許
可
が

必
要
に
な
っ
た
り
、
建
築
物
の
構
造

の
規
制
や
移
転
の
勧
告
が
図
ら
れ
た

り
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
２

か
所
（
土
石
流
）、
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
を
含
む
警
戒
区
域
　
１

か
所
（
土
石
流
）、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
　
１
か
所（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
）、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
含
む

警
戒
区
域
　
３
か
所
（
急
傾
斜
地
の

崩
壊
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域

１
か
所
（
土
石
流
）、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
を
含
む
警
戒
区
域

４
か
所
（
土
石
流
）、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
　
１
か
所
（
急
傾
斜
地
の
崩

壊
）
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
３
か
所
（
急

傾
斜
地
の
崩
壊
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
土

石
流
）、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
３
か
所
（
急

傾
斜
地
の
崩
壊
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
急

傾
斜
地
の
崩
壊
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
土

石
流
）、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
２
か
所
（
急

傾
斜
地
の
崩
壊
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

を
含
む
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
急

傾
斜
地
の
崩
壊
）

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課

30
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
５

２
１
１
番
、

湖
東
地
域
振
興
局

建
設
管
理
部
管
理
調
整
課

27

２
２
４
３
番
（
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
に
つ
い
て
は

総
務
課

30
６
１
０
０
番
へ
）

中
山
町
・
仏
生
寺
町
・
日
夏
町
・
清
崎
町
・
稲
里
町
・
石
寺
町

土
砂
災
害（
特
別
）警
戒
区
域
が
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
護
国
神
社
前
交
差
点
で
は
、

歩
行
者
・
自
転
車
横
断
用
の
信
号
す

べ
て
が
同
時
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ど
ち
ら
の
方
向
に
も
横
断
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
護
国
神
社
前
交
差
点
の
歩

行
者
・
自
転
車
横
断
用
信
号
は
、
夜

間
は
「
押
し
ボ
タ
ン
式
」
に
な
り
ま

す
。
夜
間
は
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、

信
号
が
青
色
に
な
っ
て
か
ら
横
断
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
警
察
署
交
通

課

27

０
１
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27
０
１
３
０
番

4月6日～同15日

春の全国交通安全運動
子どもと高齢者を交通事故から守ろう！

私たちにとって、最も身近な危険の一つである交通事

故。交通事故をなくすには、一人ひとりが交通ルールを

守り、交通マナーを高めるなど、交通安全意識を高める

ことが大切です。

期間中は「子どもと高齢者の交通事故防止」を運動の

基本とするほか、次の４つの項目に重点をおいて、啓発

活動などを行います。

すべての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底

自転車の安全利用の推進

飲酒運転の根絶

前照灯の早めの点灯の推進
問い合わせ先 交通対策課 30 6134、FAX24 8517


